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研究成果の概要（和文）：本研究は、放射線治療を受ける頭頸部がん患者を対象として、食事提

供および有害事象に対する緩和ケアを一体化したケアモデルを開発することを目的とした。研

究代表者らが開発した食事と有害事象の緩和ケアを提供する群（介入群）と従来のケアを提供

する群（対照群）に便宜的に割り付け調査したところ、介入群の得点が対照群に比べて統計学

的有意差を認めた。これらのことから、本研究で検証したケアモデルの有用性が明らかとなっ

た。 
 
研究結果の概要（英文）：The purpose of this study was that as head and neck cancer patients receive 
radiation therapy, to develop a care model that integrates palliative care for meal delivery and adverse 
events. We investigated allocation for convenience (control group), control group scores in the 
intervention group group to provide care of the conventional group to provide palliative care for adverse 
events and the meal has been developed for representatives and research (intervention group) showed a 
statistically significant difference compared to. From these results, the usefulness of the care model was 
verified in this study was revealed. 
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１．研究開始当初の背景 

放射線治療を受ける頭頸部癌患者に対する

食事提供について、研究代表者は先行研究と

して有害事象を抱えながらも患者の摂取し

やすい食感・味付け・温度・食形態・匂いに

関する食物特性について調査を実施した。

(Ogama et al., 2009.)。味覚障害が患者の食

事摂取に大きく影響する 20～30Gy(E)の時



期は 21 項目にわたる食物特性に留意した食

事を提供することで患者の味覚を感じやす

くさせ、口腔内乾燥、味覚障害、口腔粘膜炎

が著明に出現する 30～40Gy(E)の時期は 33

項目、口腔粘膜炎が増強する 50Gy(E)以上の

時期にいたっては 47 項目にわたる食物特性

に留意した食事を提供することで有害事象

を抱えながらも食事摂取を促せることが明

らかとなった。さらに有害事象が増強する朝

に朝食を摂取できれば、昼・夕食の摂取も良

好に保持できることも明らかとなっている。

これらの調査結果をもとに研究代表者およ

び管理栄養士の協力を得て、治療期間中～治

療終了後 7 日までの朝・昼・夕食の具体的な

日替わりメニュー・調理方法を考案した。な

お、このメニュー・調理方法は、医療施設で

実用可能であるとともにコスト面でも経費

を抑えた内容となっている。 

以上の食事摂取を促す食事提供のケアそれ

ぞれで一定の効果は認めるものの、患者の食

事摂取に対する十分な満足感につながって

いない現状がある。これは、食事提供のケア

と有害事象に対する緩和ケアが一体となっ

たケアモデルが必要であることを示唆して

いると考えられる。したがって今後は、患者

の良好な食事摂取のための食事内容の提供

および有害事象に対する緩和ケアを一体化

したケアモデルの開発が早急に求められる。 

そこで研究代表者は本研究において、放射

線治療を受ける頭頸部癌患者を対象として、

良好な食事摂取のための食事提供と有害事

象の緩和ケアを一体化したケアモデルを開

発する必要があると考えた。 

 

２．研究の目的 

本研究は、放射線治療を受ける頭頸部癌患

者を対象として、20～30Gy(E)、30～40Gy(E)、

50Gy(E)以上の各時期において、食事提供お

よび有害事象に対する緩和ケアを一体化し

たケアモデルを開発することを目的とした。 

 
３．研究の方法 
（１）対象者 

対象者は日本のがん専門病院で治療を受

け、１）頭頸部がんと診断され放射線による

外部照射治療を受ける者、２）予定照射線量

が 50Gy（E）を越える治療を受け、口腔内を

照射野とする者、３）手術療法により舌可動

部半側以上の切除を受けていない者、 ４ ）

放 射 線・化 学 同 時 併 用 療 法 を 受 け て

い な い 者 、５）糖尿病、内分泌疾患、脳腫

瘍、頭部外傷、人工透析の既往・現病歴のな

い者、６）治療開始前に研究に関する説明を

受け、研究参加の同意が得られた者で先の条

件をすべて満たす患者を選定した。 

 

（２）データ収集方法 

①調査の依頼 

対象者の選定は、がん専門施設で放射線治

療専門医あるいは看護師に依頼し、調査協力

の依頼、同意書の署名が得られた対象者に対

して調査を実施した。 

②調査内容 

 対象者について、研究代表者らが開発した

食事を提供する群（介入群）と従来の食事を

提供する群（対照群）に便宜的に割り付け、

食事に対する官能評価、食欲および患者満足

度を評価した。また対象者の有害事象に対す

る緩和ケアとして、口腔ケアに関する介入群

と対照群間における口腔ケアの実施状況を

調査した。 

 

③データ分析方法 

上記の調査内容について、介入群と対象群 

における食事の官能評価、食欲および食事満

足度、口腔ケアの得点について、Wilcoxon の

順位和検定を算出し検討を行った。なお有意



水準は p＜0.01 を採択した。 

 

４．研究成果 

①対象者の特性 

対象者は日本のがん専門施設で放射線治療

を受け、すべての選定条件を満たす患者であ

った。その概要は、男性 32 名［56.1 %］、女

性 25 名［43.9%］の合計 57 名であり、平均

年齢は 67.16 歳［SD 9.56］であった。X 線で

外部照射を受けた上顎洞がん患者が も多

く 27 名［43.3%］、続いて舌がん患者 19 名

［33.33%］、副鼻腔がん患者 8 名［14.04 %］

の順であり、いずれも舌および口腔内を照射

野とする患者であった。平均累積照射線量は、

60.30Gy［SD6.25］であった。20～30Gy（E）

の時期における味覚感度得点の平均値は

19.18[SD3.98] 、 口 腔 内 乾 燥 得 点 は

1.45[SD1.53] 、 口 腔 粘 膜 炎 得 点 は

1.96[SD0.95] 、食欲得点は 4.10[SD1.61]であ

った。30～40Gy（E）の時期における味覚感

度得点の平均値は 33.51[SD4.02] 、口腔内乾

燥得点は 2.05[SD0.97] 、口腔粘膜炎得点は

2.11[SD0.64] 、食欲得点は 3.24[SD0.71]であ

った。50Gy（E）以上の時期における味覚感

度得点の平均値は 40.26.[SD7.22] 、口腔内乾

燥得点は 2.66[SD0.93] 、口腔粘膜炎得点は

3.25[SD0.48] 、食欲得点は 1.99[SD0.52]であ

った。 

 
②食事の官能評価 

介入群と対照群において、20～30Gy(E)、 

30～40Gy(E)、50Gy(E)以上の３つの時期にお

ける食事の食感・味付け・温度・食形態・匂

い・食事の時間帯に対する評価を実施した。

その結果、３つの時期におけるいずれの項目

においても介入群と対照群との間で統計学

的有意差(p＜0.01)を認めた。 

具体的には、累積照射線量が 20～30Gy(E)

の時期において「本人の食事の好みを取り入

れた味・温度・食感ともメリハリのある風味

豊かな食事」、30～40Gy(E)の時期は「本人の

食事の好みを取り入れつつ、滑らかで咀嚼し

やすい食材を刺激の少ない味付けとし、風味

や季節感などで食べやすくした食事」、

50Gy(E)以上の時期は「飲み込みやすく、口

溶けのよい食感で、味だけでなく、温度、匂

いでの刺激を抑え、風味や季節感などで食べ

やすくした食事を食べやすい時間帯に提供

する」こととし、官能評価を検討した。その

結果、食感は、魚のぱさぱさ感、麺のコシ、

米飯について高い評価が認められたが、肉料

理の口溶けよく調理することが課題であっ

た。味付けは、塩分制限を控えたことでおい

しさを感じ食べられているが、酸味の味付け

加減、香味野菜で味にアクセントをつける点

で課題が残った。温度・食形態は、おおむね

高い評価であった。食事全体を通して、特に

献立が食べやすい時間帯に提供するように

なったことで良い評価となっている。 

 

③食欲および食事満足度 

20～30Gy(E)、 30～40Gy(E)、50Gy(E)以上

の３つの時期における対象者の平均食欲得

点は、介入群：3.9、対照群:2.3 であり、統計

学有意差(p＜0.01)を認めた。 

３つの時期における食事に対する平均満

足度得点は、介入群：8.6、対照群が 6.2 であ

り、統計学有意差(p＜0.01)を認め、ケアモデ

ルの有用性が明らかとなった。 

 
④口腔ケアの実施状況 

口腔内の有害事象に対する緩和ケアにつ

いて、口腔ケアを励行したが、20Gy(E)およ

び 30Gy(E)の時期で口腔ケアの回数や内容に

よって口腔内乾燥、口腔粘膜炎、食欲の増減

について統計学な有意差は認めなかった。し

かし、40Gy(E)以上の時期では、口腔ケアの

回数によって口腔内乾燥、口腔粘膜炎の症状



が緩和する傾向が認められたものの、十分な

統計学的有意差を認めなかった。 

 

以上の研究成果をふまえ、当該研究に関す

るホームページを立ち上げ、本邦の医療施設

が本研究で明らかとなったケアモデルの内

容を閲覧可能できるよう準備を進める予定

である。このホームページアクセスを通して、

ケアモデルの普及効果について、施設側の実

用可能性、患者側の有害事象の緩和度、食

欲・食事摂取量の増減、患者満足度の視点か

ら医療施設の立地場所、病院規模、がん専門

病院の有無別に検証する予定である。 
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